
読
書
案
内

町
づ
く
り
と
佳
民
参
加

談
会
）
」
（
土
地
住
宅
問
題
五
二
・
九
）

地
区
計
画
と
住
民
参
加

　
鵜
飼
信
成
。
外
『
都
市
形
成
の
論
理
と
住
民
』

　
（
東
大
出
版
会
、
四
六
）

　
田
村
明
「
計
画
行
政
に
お
け
る
市
民
参
加
」

　
（
都
市
計
画
四
七
・
九
）

　
三
村
浩
史
「
都
市
計
画
に
お
け
る
住
民
参
加

　
―
草
ノ
根
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
と
地
域
自
治
」

　
（
同
）

　
倉
沢
進
「
都
市
再
開
発
と
住
民
」
（
行
政
管

　
理
四
七
・
九
）

　
石
田
頼
房
「
都
市
計
画
の
決
定
過
程
に
お
け

　
る
住
民
参
加
」
（
日
本
行
政
学
会
編
『
政
策

決
定
と
公
共
性
』
勁
草
書
房
、
四
八
・
五
所

　
収
）

　
埼
玉
県
社
会
経
済
総
合
調
査
会
編
『
地
方
自

　
治
と
住
民
参
加
』
　
（
中
央
大
学
出
版
会
、
四

　
九
・
一
〇
）

　
地
方
自
治
協
会
編
『
住
民
参
加
に
関
す
る
ア

　
ン
ケ
ー
ト
調
査
報
告
書
』
　
（
四
九
）

　
加
藤
富
子
「
都
市
化
と
住
民
参
加
」
（
自
治

　
研
修
四
九
・
三
）

　
住
田
昌
二
「
都
市
計
画
を
め
ぐ
る
行
政
と
住

　
民
運
動
」
　
（
都
市
問
題
四
九
・
六
）

　
近
藤
茂
夫
「
都
市
計
画
と
住
民
参
加
」
（
自

　
治
研
究
四
九
・
九
）

　
大
原
光
憲
「
都
市
再
開
発
計
画
と
市
民
参

　
加
」
（
都
市
問
題
研
究
四
九
・
一
二
）

本
田
弘
「
都
市
再
開
発
と
市
民
参
加
」
（
同
）

嶋
本
恒
雄
「
都
市
再
開
発
と
住
民
参
加
」
（
同
）

地
方
行
政
シ
ス
テ
ム
研
究
所
編
『
計
画
過
程

と
住
民
意
識
・
参
加
に
関
す
る
研
究
』
　
（
五

〇
・
三
）

佐
藤
竺
・
渡
辺
保
男
編
『
住
民
参
加
の
実
践
』

　
（
学
陽
書
房
、
五
〇
・
三
）

佐
藤
俊
一
「
都
市
再
開
発
と
住
民
参
加
」
（
行

政
管
理
五
〇
・
三
）

早
稲
田
大
学
社
会
科
学
研
究
所
編
『
都
市
化

と
住
民
参
加
』
　
（
五
〇
・
五
）

「
ミ
ニ
ー
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
の
試
行
」
（
都

市
住
宅
五
〇
・
九
）

石
野
和
夫
「
行
政
に
対
す
る
地
域
参
加
」
（
都

市
問
題
研
究
五
〇
・
一
〇
）

本
田
弘
『
市
民
参
加
の
政
治
学
』
　
（
日
本
評

論
社
、
五
〇
・
一
）

大
原
光
憲
「
都
市
づ
く
り
と
住
民
参
加
」
（
埼

玉
総
合
研
究
五
〇
）

秋
元
律
郎
「
自
治
体
行
政
と
住
民
参
加
」
「
都

市
問
題
五
・
一
）

上
羽
慶
市
「
公
共
事
業
と
市
民
参
加
」
（
都

市
政
策
五
一
・
四
）

黒
沢
端
彦
・
真
壁
な
お
み
「
住
民
運
動
と
町

づ
く
り
」
　
（
地
域
開
発
五
一
・
五
）

小
寺
稔
「
都
市
再
開
発
事
業
と
住
民
参
加
」

　
（
区
画
整
理
五
一
・
五
）

同
「
同
」
　
（
新
都
市
五
一
・
七
）

井
出
嘉
憲
「
行
政
と
参
加
」
　
（
『
行
政
学
講

座
』
三
、
東
大
出
版
会
、
五
一
・
五
）
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今
回
は
地
区
計
画
特
集
に
ち
な
ん
だ
文
献
を

以
下
に
集
録
す
る
が
、
全
部
を
あ
げ
る
と
尨
大

だ
量
に
な
る
の
で
、
比
較
的
最
近
の
も
の
（
主

と
し
て
四
十
五
年
以
降
）
で
、
か
つ
ソ
フ
ト
の

面
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
論
文
、
著
書
に
限
っ

て
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
。
な
お
「
　
」
は
雑

誌
論
文
、
『
　
』
は
単
行
本
と
い
う
具
合
に
区

別
し
て
の
せ
て
お
い
た
。

近
隣
佳
区
論

ク
ラ
レ
ン
ス
・
ペ
リ
ー
『
近
隣
住
区
諭
Ｉ
新

し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
計
画
の
た
め
に
』
　
（
鹿

島
出
版
、
五
〇
・
一
一
）
　
　
　
　
　
　
　
。

カ
リ
オ
ン
／
ア
イ
ス
ナ
ー
『
ア
ー
バ
ン
パ
タ

ー
ン
ー
都
市
の
計
画
と
設
計
』
（
日
本
評
論

社
、
五
〇
・
一
）

　
第
一
四
章
、
近
隣
住
区
単
位

ル
イ
ス
ー
マ
ン
フ
ォ
ー
ド
『
現
代
都
市
の
展

望
』
（
鹿
島
出
版
、
四
八
・
五
）

　
四
、
近
隣
住
区
と
近
隣
住
区
単
位

ジ
ョ
ナ
サ
ン
ー
バ
ー
ネ
ッ
ト
『
ア
ー
バ
ン
デ

ザ
イ
ン
の
手
法
』
（
鹿
島
出
版
、
五
二
・
一

一
）

　
第
四
章
、
近
隣
地
区
計
画
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ

　
ィ
参
加

大
橋
薫
『
都
市
生
活
の
社
会
学
』
（
川
島
書

　
店
、
四
八
・
五
）

　
第
五
章
、
都
市
の
近
隣
社
会

日
笠
端
「
市
町
村
に
お
け
る
居
住
地
計
画
」

　
（
地
方
自
治
　
五
一
・
八
）

同
「
都
市
問
題
と
都
市
計
画
」
（
土
地
住
宅

問
題
五
二
・
六
～
七
）

広
原
盛
明
「
居
住
環
境
計
画
に
お
け
る
居
住

者
要
求
の
発
展
過
程
に
関
す
る
研
究
―
住
民

主
体
の
ま
ち
づ
く
り
運
動
論
序
説
」
　
（
四
八

・
八
）

加
藤
辿
、
外
「
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
（
討

論
）
」
（
地
域
開
発
五
一
・
一
〇
）

奥
田
道
大
、
外
「
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
（
座



金
子
勇
「
。
住
民
参
加
論
の
問
題
状
況
」
　
（
社

会
学
評
論
五
一
・
七
）

全
国
都
市
問
題
会
議
編
『
都
市
と
市
民
』
三

八
回
福
山
（
五
一
・
八
）

川
名
吉
工
門
・
高
見
沢
邦
郎
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
計
画
―
都
市
総
合
計
画
と
地
区
総
合
計

画
』
　
（
Ｃ
Ｐ
Ｉ
、
四
九
・
三
）

中
野
嘉
一
「
転
換
期
の
行
政
Ｉ
住
民
参
加
と

区
政
」
　
（
日
本
行
政
学
会
編
『
社
会
変
動
と

行
政
の
対
応
』
勁
草
書
房
、
四
九
）

秋
元
律
郎
「
市
民
参
加
と
都
市
規
模
」
（
都

市
問
題
五
二
・
一
）

山
内
敏
雄
「
市
民
参
加
と
都
市
規
模
」
　
（
同

五
二
・
一
）

山
端
克
彦
「
住
民
と
連
携
し
て
Ｉ
公
園
・
緑

化
行
政
の
実
践
を
通
じ
て
」
　
（
自
治
研
究
五

二
・
二
）

大
塚
祚
保
「
め
い
わ
く
施
設
の
建
設
と
地
域

住
民
」
　
（
都
市
問
題
五
二
・
五
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
論

国
民
生
活
審
議
会
調
査
部
会
編
『
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
―
生
活
の
場
に
お
け
る
人
間
性
の
回

復
』
　
（
四
四
・
九
）

地
域
社
会
研
究
所
編
『
地
方
都
市
と
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
』
　
（
四
六
）

川
上
秀
光
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
都
市
計
画
」

　
（
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
』
二
七
号
、
四
六
・
四
）

日
本
経
済
新
聞
社
編
「
わ
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」

　
（
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
』
二
八
号
、
四
六
・
一

〇
）
建
築
学
大
系
編
集
委
員
会
編
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
』
　
（
彰
国
社
、
三
九
）

大
橋
焦
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
生
活
の
現
状
」

　
（
都
市
問
題
研
究
里
ハ
・
七
）

倉
田
和
四
生
「
都
市
化
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

諸
問
題
」
　
（
同
四
六
・
七
）

森
村
道
美
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
プ
ラ
ン
ニ
ン

グ
に
つ
い
て
」
（
地
方
自
治
四
六
・
七
～
八
）

新
生
活
運
動
協
会
編
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成

へ
の
道
』
　
（
四
六
・
三
）

柴
田
徳
衛
・
石
原
舜
介
編
『
都
市
と
市
民
』

　
（
日
本
放
送
出
版
協
会
、
四
六
・
六
）

　
第
二
章
の
二
、
市
民
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

倉
沢
進
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
展
開
」
（
市

民
四
八
・
三
）

中
村
八
朗
『
都
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
社
会

学
』
（
有
斐
閣
、
四
八
・
五
）

同
『
現
代
都
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
』
（
新
生

活
運
動
協
会
、
自
九
・
九
）

砂
子
田
隆
「
住
民
参
加
と
コ
ミ
ニ
ュ
テ
ィ
」

　
（
地
方
自
治
四
八
・
一
〇
）

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
編
『
現
代
日
本
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
都
市
に
み
る
理
念
と
現
実
』
（
川

島
書
店
、
五
〇
・
一
）

園
田
一
「
住
民
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成

は
可
能
か
」
（
『
新
し
い
社
会
学
』
有
斐
閣
、

四
八
）

同
「
『
地
域
社
会
』
と
『
共
同
社
会
』
―
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
概
念
の
再
検
討
を
中
心
に
」
（
社

会
学
評
論
一
四
巻
四
号
）

自
治
省
編
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
研
究
会
中
間
報

告
』
　
（
四
八
・
六
）

経
済
企
画
庁
編
』
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
く
ら
し

の
環
境
―
住
民
参
加
の
町
づ
く
り
』
（
五
〇

・
七
）

奥
田
道
大
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
環
境
の
形
成
と

住
民
意
識
」
（
『
人
間
と
都
市
環
境
』
二
、
大

都
市
周
辺
部
、
鹿
島
出
版
会
、
五
〇
・
八
）

菊
竹
清
訓
編
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
都
市
』
（
産

業
能
率
短
期
大
学
い
五
一
・
一
）

　
「
特
集
・
た
ま
り
場
」
（
住
民
活
動
五
一
・

三
）

　
座
間
市
、
大
阪
池
島
地
区
、
外

橋
本
和
孝
「
都
市
再
開
発
批
判
―
『
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
』
形
成
と
の
関
連
に
お
い
て
」
　
（
国

民
生
活
研
究
五
一
・
三
）

水
野
繁
夫
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
と

ま
ち
づ
く
り
」
　
（
地
域
開
発
五
一
・
五
）

　
「
特
集
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
」
（
住

宅
五
一
・
六
）

　
武
蔵
野
市
、
中
野
区
鷺
宮
、
高
倉
台
、
外

倉
田
和
四
生
「
大
都
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
市

民
」
　
（
都
市
間
題
研
究
五
一
・
一
〇
）

上
月
美
邦
「
大
都
市
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
づ
く
り
」
（
同
）

宣
几
国
光
・
白
川
一
郎
・
荻
原
勝
編
『
生
活

環
境
と
住
民
意
識
』
（
至
誠
堂
、
五
一
）

　
第
四
章
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
住
民
意
識

全
国
都
市
事
情

多
胡
進
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の

課
題
」
（
都
市
政
策
五
二
・
一
）

む
の
た
け
じ
「
民
衆
運
動
に
と
っ
て
《
む

ら
》
と
は
な
に
か
」
　
（
市
民
四
八
・
三
）

足
立
忠
夫
「
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
と
市
民
生
活

の
諸
領
域
」
　
（
都
市
問
題
研
究
五
一
・
四
）

川
喜
田
二
郎
「
私
の
関
わ
っ
た
参
画
運
動
の

展
望
」
　
（
地
域
開
発
五
一
・
六
）

佐
藤
藤
三
郎
「
住
民
と
地
域
と
公
務
員
―
村

か
ら
」
（
地
方
自
治
職
員
研
修
五
二
・
一
）

『
全
国
ま
ち
づ
く
り
集
覧
』
（
ジ
ュ
リ
ス
ト

増
刊
総
合
特
集
五
二
・
一
二
）

　
〔
北
海
道
〕

安
藤
則
武
「
地
方
自
治
の
新
し
い
施
策
と
住

民
組
織
―
北
海
道
北
見
市
の
地
域
自
治
に
つ

い
て
」
　
（
地
域
開
発
四
九
・
三
）

丸
谷
金
保
「
池
田
町
の
ま
ち
づ
く
り
」
　
（
同

四
九
・
三
）
及
び
『
地
域
開
発
五
一
』
三
）

同
『
ワ
イ
ン
町
長
奮
戦
記
』
（
読
売
新
聞
社
、

四
七
・
八
）

蝦
名
賢
三
「
北
海
道
の
町
づ
く
り
」
（
東
洋

経
済
新
報
五
二
）

　
〔
東
北
〕

菊
池
豊
「
住
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
―
岩
手

県
衣
川
村
の
百
人
委
員
会
」
　
（
地
域
開
発
四
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九
・
三
）

　
　
〔
関
東
〕

鈴
木
文
男
「
流
山
市
入
木
南
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
」
　
（
地
方
自
治
四

七
・
四
）

鈴
木
茂
「
前
橋
市
広
瀬
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
プ

ラ
ン
に
つ
い
て
」
　
（
同
四
七
・
七
）

草
加
市
編
『
市
民
会
議
の
記
録
Ｉ
市
民
自
治

を
め
ざ
し
て
』
　
（
五
二
・
三
）

鎌
ケ
谷
市
教
委
「
鎌
ケ
谷
市
に
お
け
る
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
整
備
に
つ
い
て
」
　
（
地
方
自
治
五

二
・
八
）

菊
池
武
雄
『
自
分
達
で
生
命
を
守
っ
た
村
』

　
（
岩
波
書
店
）
群
馬
県
沼
田
市

　
　
〔
東
京
都
〕

東
京
都
首
都
整
備
局
編
『
居
住
地
域
に
お
け

る
環
境
再
整
備
計
画
』
（
五
〇
・
一
）

東
京
都
編
『
地
区
環
境
収
集
作
業
』
（
三
九
）

大
谷
幸
夫
、
外
『
墨
田
区
京
島
調
査
報
告
―

地
区
計
画
へ
の
試
論
』
（
東
京
都
、
四
九
・

一
一
）

磯
村
英
一
「
住
民
参
加
と
都
市
計
画
１
東
京

都
目
黒
区
の
実
験
」
（
市
政
四
七
・
二
一
）

佐
和
慶
太
郎
「
住
民
運
動
か
ら
み
た
目
黒
区

政
」
　
（
都
政
四
八
・
一
）

小
林
勝
郎
「
住
民
主
体
の
″
街
づ
く
り
″
運

動
―
杉
並
堀
ノ
内
二
丁
目
路
地
裏
憲
章
」
（
地

方
自
治
職
員
研
修
五
一
・
八
）

南
博
、
外
「
地
域
に
対
す
る
住
民
の
関
与
と

環
境
意
識
」
（
一
橋
論
叢
五
〇
・
八
）

　
小
平
市

東
京
都
練
馬
区
役
所
編
『
石
神
井
地
区
生
活

環
境
調
査
』
（
五
〇
・
一
二
）

　
「
武
蔵
野
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
構
想
」
（
四

六
）
佐
藤
竺
「
住
民
参
加
の
実
験
－
武
蔵
野
市
の

事
例
」
（
『
行
政
計
画
の
理
論
と
実
際
』
勁
草

書
房
、
四
七
・
五
）

国
際
基
督
教
大
学
社
会
科
学
研
究
所
編
『
近

郊
都
市
の
変
貌
過
程
―
三
鷹
市
総
合
調
査
報

告
』
　
（
三
九
・
六
）

同
『
地
域
社
会
と
都
市
化
』
（
三
七
・
五
）

　
日
野
市
、
外

三
鷹
市
編
『
三
鷹
市
基
本
構
想
策
定
の
た
め

の
研
究
』
　
（
四
八
）

町
田
市
編
『
団
地
白
書
－
団
地
建
設
と
市
民

生
活
』
　
（
五
〇
・
一
一
）

小
高
照
夫
『
楽
し
い
人
間
都
市
づ
く
り
―
東

京
・
町
田
市
に
見
る
市
民
参
加
』
　
（
町
田
ジ

ャ
ー
ナ
ル
社
、
五
一
・
九
）

　
　
〔
神
奈
川
〕

君
嶋
武
胤
「
川
崎
市
に
お
け
る
地
区
計
画
策

定
の
試
み
と
今
後
の
展
開
」
（
地
方
行
政
連

絡
会
議
五
〇
・
一
二
）

川
崎
市
企
画
調
整
室
編
『
川
崎
市
地
区
計
画

研
究
報
告
書
』
　
（
五
〇
・
三
）

倉
又
孝
「
町
づ
く
り
に
お
け
る
市
民
参
加
と

情
報
－
鎌
倉
市
の
試
み
か
ら
」
（
住
民
活
動

五
一
・
二
）

経
済
企
画
庁
編
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
関
す
る

実
証
分
析
－
藤
沢
市
の
例
」
（
経
済
分
析
四

九
・
八
）

安
藤
元
雄
「
辻
堂
南
部
地
区
の
町
づ
く
り
運

動
」
　
（
現
代
の
エ
ス
プ
リ
九
三
号
）

　
「
辻
堂
南
部
・
町
づ
く
り
資
料
集
」
一
～
二

　
（
五
〇
・
五
二
）

木
村
敬
『
町
内
会
の
研
究
』
（
地
方
自
治
セ

ン
タ
ー
、
四
五
・
一
二
）
　
横
須
賀
市

柳
下
勇
「
草
の
根
民
主
主
義
体
験
の
記
」
（
住

民
と
自
治
四
八
・
一
〇
）
　
南
足
柄
市

加
々
美
憲
雄
「
都
市
開
発
と
住
民
－
藤
沢
市

の
事
例
」
　
（
都
市
問
題
五
一
・
三
）

　
　
〔
中
部
〕

寺
内
金
吾
「
焼
津
市
の
モ
デ
ル
ー
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
計
画
」
　
（
地
方
自
治
四
七
・
五
）

熊
野
弘
「
鯖
江
市
河
和
田
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
」
　
（
地
方
自
治
四

七
・
四
）

中
沢
吉
治
「
長
野
市
若
槻
モ
デ
ル
ー
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
地
区
」
　
（
地
方
自
治
四
八
・
一
二
）

内
藤
吉
雄
「
都
市
再
開
発
と
住
民
―
金
沢
市

の
事
例
」
　
（
都
市
問
題
五
一
・
三
）

名
古
屋
市
編
『
市
民
と
と
も
に
模
索
す
る
ま

ち
づ
く
り
』
　
（
四
九
・
二
）

池
田
芳
一
「
都
市
と
人
間
－
名
古
屋
の
町
づ

く
り
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
　
（
中
部
圏
開
発
五

一
　
・
六
）

名
古
屋
市
編
『
第
三
次
名
古
屋
市
短
期
計
画

（
昭
和
五
二
―
五
四
）
・
地
区
別
計
画
』
（
五

二
・
一
〇
）

　
　
〔
大
阪
〕

大
阪
市
編
『
大
阪
市
に
お
け
る
住
宅
構
成
計

画
調
査
報
告
書
』
　
（
四
三
）

大
阪
市
編
『
大
阪
市
生
活
環
境
構
造
分
析
報

告
書
』
　
（
四
六
）

大
阪
府
編
『
居
住
環
境
整
備
に
関
す
る
調
査

研
究
報
告
書
』
（
四
七
）

大
阪
市
総
合
計
画
局
編
『
大
阪
市
地
区
計
画

研
究
会
昭
和
四
八
年
度
報
告
書
』
（
四
九
・

三
）
同
『
地
区
計
画
の
考
え
方
』
（
五
一
・
三
）

福
本
善
夫
「
行
政
へ
の
住
民
参
加
」
（
自
治

大
阪
四
八
・
一
〇
～
一
二
）

大
谷
憲
一
郎
「
大
阪
市
に
お
け
る
近
隣
住
区

整
備
の
問
題
点
」
（
都
市
問
題
研
究
囚
六
・

七
）
津
山
尚
古
「
大
阪
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

の
問
題
点
」
　
（
大
阪
人
四
九
・
五
）

山
代
義
雄
「
都
市
計
画
手
続
に
お
け
る
住
民

参
加
」
　
（
同
五
一
・
一
一
）

岩
為
俊
「
住
民
参
加
と
町
づ
く
り
」
　
（
同
五

二
・
二
）

　
「
住
民
参
加
の
都
市
づ
く
り
」
　
（
大
阪
人
五

〇
年
連
載
）

小
寺
稔
「
都
市
再
開
発
と
住
民
参
加
」
　
（
都

市
闇
題
研
究
四
九
・
一
二
）
大
阪
市

梶
浦
恒
男
「
住
宅
再
開
発
へ
の
住
民
参
加
」

　
（
大
阪
市
大
生
活
科
学
部
紀
要
五
一
）

　
「
都
市
の
開
発
と
再
開
発
」
　
（
都
市
問
題
研

究
五
二
・
一
～
一
二
）
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一
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ぐ
る
み
の
更
新
・
阿

　
　
倍
野
再
開
発

　
三
、
大
阪
市
長
吉
・
瓜
破
地
区
の
区
画
整

　
　
理
と
住
民
参
加

　
六
、
住
民
参
加
に
よ
る
新
し
い
町
づ
く
り

　
　
へ
の
胎
動
―
大
阪
市
淀
川
区
三
国
地
域

　
　
の
場
合

堺
市
企
画
課
編
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の

た
め
の
基
礎
調
査
報
告
書
』
　
（
五
〇
・
三
）

喜
多
洋
三
「
守
口
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
（
自

治
大
阪
四
九
・
一
～
三
）

同
志
社
大
学
社
会
研
究
室
編
『
寝
屋
川
市
の

地
域
分
析
』
　
（
四
八
・
八
）

西
川
明
「
岸
和
田
市
域
北
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
」
　
（
地
方
自
治
四

七
・
六
）

実
原
光
生
「
岸
和
田
市
総
合
計
画
づ
く
り
と

市
民
参
加
」
　
（
自
治
大
阪
五
二
・
四
）

梶
浦
恒
男
、
外
「
庄
内
ま
ち
づ
く
り
レ
ポ
ー

ト
」
一
－
六
（
日
本
建
築
学
会
学
術
講
演
概

集
、
五
〇
）
豊
中
市

下
村
輝
夫
「
居
住
地
の
整
備
と
住
民
」
　
（
都

市
問
題
研
究
四
九
・
一
二
）
　
豊
中
市

片
方
信
也
「
大
都
市
過
密
居
住
地
に
お
け
る

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
」
（
都
市
問
題
五
一
・

二
～
三
）

　
　
〔
京
都
〕

京
都
市
編
『
生
活
環
境
調
査
』
（
四
四
）

東
京
工
大
編
『
京
都
市
生
活
環
境
調
査
報
告

書
』
　
（
四
七
）

上
田
篤
編
『
京
町
家
Ｉ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
研

究
』
（
鹿
島
出
版
、
五
一
・
一
一
）

上
田
惟
一
「
京
都
市
と
地
域
住
民
」
　
（
関
西

大
学
法
学
論
集
五
一
・
一
一
）

宇
治
市
編
『
宇
治
市
の
将
来
を
考
え
る
市
民

懇
談
会
会
議
録
』
（
四
八
・
一
二
）

　
　
〔
神
戸
〕

神
戸
市
編
『
生
活
環
境
調
査
』
（
四
二
）

同
『
地
域
集
会
所
の
建
設
を
め
ざ
し
て
』
（
四

八
・
六
）

大
河
原
徳
三
「
都
市
づ
く
り
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
」
　
（
自
治
春
秋
四
六
・
二
）

宮
田
芳
彦
「
基
本
構
想
と
市
民
参
加
１
神
戸

市
で
の
模
索
を
通
じ
て
」
（
都
市
問
題
研
究

五
〇
・
一
）

矢
的
照
夫
「
個
性
あ
る
ま
ち
づ
く
り
『
神
戸

市
』
」
（
新
都
市
五
一
・
四
）

広
川
英
三
「
区
画
整
理
と
住
民
参
加
」
　
（
区

画
整
理
五
二
・
三
～
四
）

　
　
〔
中
国
〕

日
笠
政
治
「
岡
山
県
和
気
町
目
笠
地
区
に
お

け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
プ
ラ
ン
の
概
要
」
（
地

方
自
治
四
七
・
六
）

福
山
市
編
『
福
山
の
市
民
運
動
』
（
四
六
）

同
『
福
山
市
明
る
い
町
づ
く
り
』
　
（
五
〇
）

佐
古
井
貞
行
「
市
民
意
識
形
成
の
学
習
活
動

１
福
山
市
に
お
け
る
活
動
事
例
」
（
国
民
生

活
研
究
五
二
・
三
）

明
大
神
代
研
究
室
編
『
日
本
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
一
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
そ
の
結
合
』
（
鹿

　
島
出
版
、
五
〇
・
一
一
）
　
瀬
戸
内
女
木
島

　
外
　
　
〔
四
国
〕

　
高
知
市
編
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
計
画
を
め
ざ

　
し
て
』
　
（
四
九
）

　
坂
本
昭
［
人
間
都
市
『
高
知
』
と
コ
ミ
ュ
ニ

　
テ
ィ
計
画
」
　
（
地
方
自
治
通
信
四
九
・
九
）

　
板
東
克
巳
「
徳
島
市
東
富
田
モ
デ
ル
ー
コ
ミ

　
ュ
ニ
テ
ィ
地
区
」
　
（
地
方
自
治
四
八
・
六
）

　
　
〔
九
州
〕

　
野
田
静
男
「
伊
万
里
市
大
川
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ

　
ィ
整
備
計
画
の
概
要
」
　
（
地
方
自
治
四
七
・

　
七
）

゛
熊
本
日
日
新
聞
社
編
『
住
民
総
参
加
の
地
域

　
づ
く
り
』
　
（
五
一
・
四
）

諸
外
国
事
情

イ
ギ
リ
ス
住
宅
・
地
方
自
治
省
編
『
デ
ィ
ー

プ
リ
ッ
シ
ュ
・
ス
タ
デ
ィ
ロ
ッ
ヂ
デ
ー
ル
の

一
地
区
に
お
け
る
改
善
の
可
能
性
』
（
建
設

省
住
宅
局
、
四
九
・
三
）

梶
浦
恒
男
「
イ
ギ
リ
ス
の
居
住
環
境
整
備
事

業
と
住
民
参
加
」
　
（
都
市
問
題
五
二
・
三
）

阿
利
莫
二
「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
地
方
自
治

の
動
向
と
市
民
参
加
」
（
月
刊
自
治
研
四
九

・
五
）

日
本
都
市
セ
ン
タ
ー
編
『
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ

ア
の
新
し
い
都
市
づ
く
り
』
（
四
〇
・
二
）

西
尾
勝
『
権
力
と
参
加
―
現
代
ア
メ
リ
カ
の

都
市
行
政
』
（
東
大
出
版
会
、
五
〇
・
一
）

同
「
行
政
過
程
に
お
け
る
対
抗
運
動
」
（
年

報
政
治
学
、
四
九
）

足
立
忠
夫
「
『
ア
メ
リ
カ
の
市
民
参
加
』
見

聞
記
」
　
（
都
市
問
題
研
究
四
九
・
六
）

渡
辺
俊
一
「
米
国
近
代
都
市
計
画
に
お
け
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
理
念
の
成
立
」
　
（
都
市
問
題

四
九
・
七
～
八
）

同
「
米
国
地
域
計
画
協
会
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
論
」
（
同
五
〇
・
一
～
二
）

同
「
米
国
近
代
都
市
計
画
に
お
け
る
近
隣
住

区
論
」
　
（
同
五
〇
・
五
～
六
）

ハ
ン
ス
ー
ス
ピ
ー
ゲ
ル
編
．
『
市
民
参
加
と
都

市
開
発
』
（
鹿
島
出
版
、
五
〇
こ
二
）

大
久
保
昌
一
「
都
市
づ
く
り
の
基
本
方
向
―

Ｇ
Ｌ
の
教
訓
を
踏
ま
え
て
」
（
都
市
問
題
研

究
五
一
・
二
、
四
）

村
上
芳
夫
「
住
民
参
加
批
判
論
に
つ
い
て
―

ア
メ
リ
カ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
事
業
を
中

心
に
」
　
（
法
と
政
治
五
〇
・
七
）

上
村
正
人
「
米
国
の
再
開
発
手
法
に
つ
い

て
」
（
都
市
問
題
研
究
五
一
・
六
）

地
区
カ
ル
テ

旭
川
市
編
『
生
活
環
境
図
集
』
（
四
六
・
二
）

仙
台
市
編
『
地
域
整
備
計
画
第
一
次
素
案
』

　
（
四
八
・
一
〇
）

仙
台
市
企
画
局
編
『
図
説
都
市
化
と
仙
台
』

（
四
九
・
三
）
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仙
台
市
地
域
整
備
計
画
策
定
本
部
編
『
地
域

整
帽
計
画
』
昭
和
五
二
～
五
六
年
度
（
五
二

・
一
二
）

川
崎
市
編
『
川
崎
市
地
区
カ
ル
テ
　
幸
区
』

　
（
五
一
・
九
）

武
蔵
野
市
編
『
武
蔵
野
市
地
区
生
活
環
境
指

標
』
昭
和
五
一
年
版
（
五
万
九
）

横
浜
市
企
画
調
整
室
編
『
横
浜
市
民
の
生
活

図
集
』
　
（
四
五
・
六
）

京
都
市
都
市
計
画
局
編
『
京
都
市
基
本
計
画

資
料
図
集
』
（
三
八
・
三
）

京
都
市
都
市
開
発
局
編
『
京
都
市
市
街
地
生

活
環
境
図
集
』
　
（
四
四
・
三
）

神
戸
市
調
査
室
編
『
総
合
基
本
計
画
関
連
現

況
図
集
』
（
四
〇
・
三
）

神
戸
市
企
画
局
編
『
神
戸
市
街
地
生
活
環
境

Ｎ
集
』
（
四
二
・
三
）

神
戸
市
企
画
局
調
査
部
編
『
こ
れ
か
ら
の
住

区
構
想
策
定
の
た
め
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ

ル
テ
』
　
（
四
九
）
　
垂
水
区
、
葺
合
・
生
田

区
そ
の
他

広
島
市
編
『
広
島
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
ル
テ
』

宇
治
市
編
『
宇
治
市
地
域
診
断
書
』
　
（
五
二

・
三
）

松
山
市
編
『
松
山
市
環
境
整
備
計
画
策
定
基

礎
調
査
』
　
（
四
六
・
三
）

　
　
〔
追
　
加
〕

秋
元
律
郎
『
地
方
政
治
と
市
民
―
市
民
参
加

の
た
め
に
』
　
（
潮
出
版
社
、
四
七
・
三
）

新
註
人
『
現
代
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
論
』
（
ナ
カ

ニ
シ
ヤ
出
版
、
四
七
・
六
）

小
川
晃
一
『
英
国
社
会
に
お
け
る
伝
統
と
変

化
―
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
実
態
的
研
究
』
上
・

下
（
御
茶
の
水
書
房
、
四
八
～
四
九
）

地
方
自
治
制
度
研
究
会
編
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

読
本
』
正
・
続
（
ぎ
よ
う
せ
い
、
四
八
・
三
、

五
〇
・
三
）

都
市
生
活
環
境
研
究
会
編
『
シ
ビ
ル
・
ミ
ニ

マ
ム
の
設
計
』
　
（
同
右
、
四
八
・
八
）

マ
ク
ロ
ー
リ
ン
『
都
市
－
地
域
計
画
の
基

礎
』
（
鹿
島
出
版
会
、
四
八
・
七
）

吉
村
博
『
風
雪
雨
情
―
町
づ
く
り
一
八
年
の

歩
み
』
　
（
新
時
代
社
、
四
八
・
一
乙

デ
イ
リ
ス
・
ヒ
ル
『
市
民
参
加
と
地
域
政

治
』
　
（
福
村
出
版
、
四
八
・
一
〇
）

宮
崎
辰
雄
『
市
民
都
市
論
』
（
日
本
評
論
社
、

四
六
・
七
）

同
『
人
間
環
境
都
市
へ
の
実
践
』
（
同
右
、

四
八
・
六
）

同
『
市
民
都
市
の
創
造
』
（
勁
草
書
房
、
円

八
・
三
）

京
都
大
学
西
山
研
究
室
編
『
現
代
の
生
活
空

間
論
』
上
・
下
（
同
右
、
四
九
・
五
、
七
）

大
藪
寿
一
「
都
市
的
疎
外
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

再
建
運
動
の
問
題
点
」
　
（
都
市
開
題
研
究
四

九
・
二
）

大
橋
薫
「
連
帯
感
の
欠
除
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
形
成
」
　
（
同
右
）

鷲
北
祐
孝
「
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

の
試
み
―
習
志
野
市
地
域
担
当
制
に
つ
い

て
」
　
（
地
域
開
発
四
九
・
二
）

村
田
喜
代
治
「
シ
ビ
ル
ミ
ニ
マ
ム
と
地
域
的

視
点
」
　
（
経
済
評
論
四
九
・
七
）

森
田
毅
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
計
画
を
め
ざ
し

て
―
カ
ル
テ
か
ら
出
発
の
高
知
市
の
場
合
」

　
（
地
方
政
治
四
九
・
九
）

鷲
見
丈
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
対
策
の
現
状
と
課

題
」
　
（
同
右
、
四
九
・
一
〇
）

山
口
周
三
「
住
環
境
と
都
市
計
画
」
　
（
地
域

開
発
四
九
・
一
二
）

目
笠
端
「
住
環
境
の
改
善
と
都
市
再
開
発
」

　
（
都
市
問
題
研
究
五
〇
・
一
）

新
生
活
厄
動
協
会
編
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成

へ
の
道
』
　
（
五
一
・
三
）

ド
ー
．
、
ハ
ー
『
環
境
の
デ
ザ
イ
ン
』
（
鹿
島
出

版
会
、
五
一
・
八
）

自
治
大
学
校
研
究
部
編
『
住
民
参
加
と
行

政
』
（
第
一
法
規
、
五
一
・
三
）

ガ
ネ
ッ
ト
『
無
秩
序
の
効
用
１
都
市
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
理
論
』
　
（
中
央
公
論
社
、
五
〇
・

四
）

星
野
光
男
『
市
民
の
た
め
の
地
方
都
市
』
（
第

一
法
規
、
五
〇
・
一
〇
）

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
圏
計
画
協
会
編
『
都
市
政
策

へ
の
市
民
参
加
』
（
鹿
島
出
版
会
、
五
〇
・

一
〇
）

マ
ッ
キ
ー
ヴ
ァ
ー
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
』
　
（
ミ

ネ
ル
ヴ
ア
書
房
、
五
一
・
一
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
青
木
虹
二
〉
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